
その他センサー装着部の違和感、不安に思われることなどございましたら、
お気軽に医療スタッフまでお尋ねください。

睡眠中に何度も呼吸が止まった
状態（無呼吸）を繰り返す病気です。
この病気の大部分は、睡眠中に
気道が閉じてしまう閉塞型という
タイプで、多くの場合いびきを伴
います。適切な睡眠がとれていな
いことで日中強い眠気を感じたり、
無治療のまま放っておくと生活
習慣病を招いたり、悪化させたり
するおそれがあります。健康な
生活を維持するためには、早期
発見、早期治療が大切です。

PSG検査とは、眠っている間の
睡眠と呼吸の状態を調べる検査
です。睡眠中の検査のため、入院
の必要がありますが、SASの診
断をする上でとても大切な検査
です。ご理解とご協力をよろしく
お願いします。

終夜睡眠ポリグラフィー検査とは？

睡眠時無呼吸症候群（SAS）とは？

スマートフォンやタブレットなど周辺の電気製品は、検査が
始まる前に電源を切ってください。

あまり気にせず、普段通りの姿勢でお休みください。

事前に医療スタッフまでお知らせください。
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  この検査は、主に睡眠時無呼吸症候群（SAS）を診断するために行われます。

  体にさまざまなセンサーをつけて、眠っている間の睡眠と呼吸の状態を調べます。
  少しわずらわしいと感じるかもしれませんが、痛みを伴う検査ではありません。

  安心して検査を受けてください。

口鼻からの気流を測定し、無呼吸や呼吸が弱くなった状態
（低呼吸）が無いかを調べます。1時間あたりの無呼吸/低呼吸
の数（無呼吸低呼吸指数：AHI）を算出します。SASの重症度
を診断する上で重要な指標です。

胸部と腹部に巻いたバンドセンサーにより、呼吸による胸腹部
の動きを調べます。これにより、空気の通り道である気道が
閉じてしまうタイプ（閉塞型）と気道の閉塞なしに呼吸が停止
するタイプ（中枢型）の判別が可能です。

血液中の酸素濃度の目安を％で表示します。呼吸換気が悪く
なると、酸素濃度が下がり、体に悪影響を与えます。換気の
指標となる重要な測定項目です。

医師が睡眠状態と呼吸状態を総合的に
評価し、SASの診断と重症度を判断し
ます。SASと診断され、治療方法を決定
する際に再度この検査を行うことがあり
ます。


